




























為者）」との関係に照らし合わせ、再定義を試み (ibid., p.154) 、また言語の
性質と失語症の関係 (ibid., pp.21-44) や、詩の音韻、形態、語彙を言語学の
視点から分析する研究 (ibid., pp.183-221) など、言語学の範疇を広げていく。
また同時期に、チョムスキーが生成文法理論 (Chomsky, 1965) を確立し、統
語論研究に大きな影響を与えることとなる。1980年代初めに出版されたボリ













as system）」と「行為としての言語（language as behaviour）」の間には、
「言語の（地域的・社会的）多様性（language varieties）」が、「システム





















⃝ 2001初版 英語学入門 (安藤貞夫,  澤田治美, 2012 [2001])
⃝  2003初版 英語言語学の第一歩 (影山太郎, ブレンド・デ・シェン, 日比
谷潤子, ドナ・タツキ, 2015 [2003])




















 例 1 ）
 Ｄ構造　[CP [IP Past [VP they see what]]]
 S構造　[CP What did [IP they _ [VP _ see _ ]]]
 (中島, 2011[1995], p.37より抜粋)

















生成文法 ○ ○ ○ ○
機能文法 (○) (○) ○ ○
形態論 ○ ○ ○ ○
音韻論 ○ ○ ○ ○ ○
意味論 ○ ○ ○ ○ ○
行為とし
ての言語



















 例 2 ）
 When did John come home?
 a. He came home yesterday.
 b. Yesterday he came home.




（grammatical subject, subject）、論理的主語（logical subject, actor） (Halliday, 
2004, p. 57) について、例 3 を挙げて解説している。
 例 3 ）
 象は鼻が長い。[象＝theme, 鼻=subject]
 An elephant has a long trunk. [象＝theme, subject, actor]













　三原・高見 (2013) と平賀 (2016) では、認知言語学、特に認知意味論につ
いて、カテゴリー化やメタファーなどを取り上げ解説している。












発話行為論（Speech Act Theory）(Austin, 1962)、協調の原理（Cooperative 
Principle）(Grice, 1975) の 3 つを取り上げ、詳細な解説を加えている。影山
他 (2003) も同様に、発話行為論、協調の原理について説明をし、さらにリー
チのポライトネス理論 (Leech, 1983) にも言及している。三原・高見 (2013) は、





　平賀 (2016) も、影山他 (2003) のように、発話行為論、協調の原理に加え、
ポライトネス理論を取り上げているが、ブラウンとレヴィンソンの理論 (Brown 
& Levinson, 1987) を採用している。さらに、談話研究の領域であるサック
スらの会話分析 (Sacks, Schegloff, & Jefferson, 1974) 、ガンパースの談話フ
レーム (Gumperz, 1982) や、異文化コミュニケーションの領域であるホール





2 ）。この傾向は、平賀 (2016) にも見られ、地域的・社会的な言語バリエーショ
ン、世界諸英語に加え、さらに比較的新しい概念である共通語としての英語
（ELF, English as a Lingua Franca）についても紹介している。
71
土屋　英語学の諸相―言語システムから言語行為へ―
図 2 ：World Englishes (McArthur, 1987, 影山他2003, p.115より引用)
　平賀 (2016) の音韻論の章では、共通語としての英語のわかりやすさ
（intelligibility）を維持するために必要な要素として、ジェンキンスが提唱
したリンガフランカ・コア（Lingua Franca Core）にも言及している (Jenkins, 
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